
（増刊 111）東 京 都 公 報令和2年10月30日（金曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

１１１

規

則

○
東
京
都
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
総
務
部
文
書
課
）…
�

○
東
京
都
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
職
員
支
援
課
）…
�

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…
�

○
東
京
都
恩
給
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
恩
給
法
に
基
く
恩
給
並
び
に
道
府
県
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在

職
期
間
と
東
京
都
恩
給
条
例
に
基
く
恩
給
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に
関
す

る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
雇
傭
員
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
等
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…（
同
）…
�

訓

令

○
東
京
都
刷
物
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
総
務
部
文
書
課
）…
�

○
東
京
都
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
人
事
課
）…
�	

○
東
京
都
職
員
出
勤
記
録
及
び
出
勤
簿
整
理
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�	

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
職
員
支
援
課
）…
��

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
通
勤
手
当
支
給
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…
��

○
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規

則
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

告

示

○
東
京
都
公
報
特
定
調
達
公
告
版
有
償
頒
布
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…（
財
務
局
経
理
部
総
務
課
）…
��

規

則

東
京
都
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
六
号

東
京
都
公
報
発
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
公
報
発
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
そ
の
欄
外
に
主
管
課
長
が
認
印
を
な
し
、
条
例
、
規
則
及
び
訓
令
に
あ
つ
て

は
二
部
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
一
部
を
総
務
局
総
務
部
文
書
課
長
（
以
下
「
文
書
課
長
」
と
い

う
。
）
に
送
付
す
る
と
と
も
に
」
を
削
り
、
「
同
じ
。
）
を
」
の
下
に
「
総
務
局
総
務
部
文
書
課
長

（
以
下
「
文
書
課
長
」
と
い
う
。
）
に
」
を
加
え
、
「
添
付
」
を
「
送
付
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
、
登
載
原
稿
を
一
部
作
成
す
る
と
と
も
に
」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「受

領
印

」
を
「受

領
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
公
報
発
行
規
則
別
記
第
二
号
様
式

に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
七
号

東
京
都
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
公
印
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

記
第
七
号
様
式
中
「交

付
印

」
を
「交

付
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
公
印
規
程
別
記
第
七
号
様
式
に
よ

る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す

る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
八
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
規
則
第
五
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「命

令
権
者
印

」
を
「命

令
権
者

」
に
、

「

局
部

課

「

局
部

課

週
休
日

１００分
の
２５
の
支
給

職
員
印

出
勤

整
理

週
休
日

１００分
の
２５

の
支
給

変
更
前

変
更
後

変
更
前

変
更
後

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

を

に

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

・
・

・
・

有
・
無

」

・
・

・
・

有
・
無

」

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
二
号
様
式
の
二
中

「職
氏
名

印

」
を
「職

氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
三
中

「氏
名

印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
四
中

を
「

請
求
日

年
月

日

」
に
改
め
る
。

「

確
認

印

承
認

権
者

課
長

代
理

職
員

請
求
日

年
月

日

」

別
記
第
三
号
様
式
中
「命

令
権
者
印

」
を
「命

令
権
者

」
に
、

「

局
部

課

を
「

局
部

課

に

勤
務

時
間

振
替
え
・
指
定

職
員
印
出
勤

整
理

勤
務
時
間

振
替
え
・
指
定

休
日

振
替
日
・
代
休
日

休
日

振
替
日
・
代
休
日

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

時
間
分
・
・

・
・

」

時
間
分
・
・

・
・

」

改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、

「

承
認
権
者
確
認

年
月

日

」
を

介
護
休
暇
又
は

介
護
時
間
取
消
し

年
月

日

「
承
認
権
者
確
認

年
月

日

」
に
改
め
る
。

介
護
休
暇
又
は

介
護
時
間
取
消
し

年
月

日

別
記
第
六
号
様
式
()表
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
()裏
中
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「
申
請
者

印

承
認
権
者

印

を
「

承
認
権
者

に
改
め
る
。

」

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な

お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
九
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
東
京
都
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
()表
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
()裏
中

「

請
求
者

印

承
認
権
者

印

を
「

承
認
権
者

に
改
め
る
。
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」

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
号

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
八
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
一
号

東
京
都
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
住
宅
管
理
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「自

宅
電
話
番
号

」
を
「電

話
番
号

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中

「職
員
番
号

男・女

を
「職

員
番
号

に
、

ふ
り
が
な

氏
名

」

ふ
り
が
な

氏
名

」

「自
宅
電
話
番
号

」
を
「電

話
番
号

」
に
、
「時

」
を
「と

き

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
の
二
様
式
中

「職
員
番
号

男・女

を
「職

員
番
号

に
、

ふ
り
が
な

氏
名

」

ふ
り
が
な

氏
名

」

「自
宅
電
話
番
号

」
を
「電

話
番
号

」
に
、
「ま

た
は

」
を
「又

は

」
に
、
「限

る

」
を
「限

る
。

」

に
、
「時
」
を
「と

き

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「職

氏
名

㊞

」
を
「職

氏
名

」
に
、

「

管
理
人
氏
名

㊞
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異
動
届
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

給
与
担
当
課
長

㊞

」
を

「異
動
届
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

給
与
担
当
課
長

」
に

改
め
る
。

別
記
第
九
号
の
二
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「自

宅
電
話
番
号

」
を
「自

宅
又
は
携
帯
電
話
番
号

」

に
、
「き

わ
め
て

」
を
「極

め
て

」
に
、
「ま

た
は

」
を
「又

は

」
に
改
め
、
「管

理
人
氏
名

」
を
削

る
。別

記
第
九
号
の
三
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
九
号
の
四
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「自

宅
電
話
番
号

」
を
「自

宅
又
は
携
帯
電
話
番
号

」

に
改
め
、
「管

理
人
氏
名

」
を
削
る
。

別
記
第
九
号
の
五
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「㊞

」
及
び
「の

上
押
印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
様
式
（
こ

の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の

修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
二
号

職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

こ

別
記
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
り
、
「禁

錮

」
を
「禁

錮

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
恩
給
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
三
号

東
京
都
恩
給
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
恩
給
給
与
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
東
京
都
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
平
成
」
を
「
令
和
」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
東
京
都
恩
給
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

２

東
京
都
恩
給
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
九

号
）
付
則
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「
㊞
」
を
削
る
。

３

東
京
都
恩
給
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第
四
十
二
号
）

附
則
別
記
様
式
中
「
㊞
」
を
削
る
。

恩
給
法
に
基
く
恩
給
並
び
に
道
府
県
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間

と
東
京
都
恩
給
条
例
に
基
く
恩
給
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
四
号

恩
給
法
に
基
く
恩
給
並
び
に
道
府
県
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ

き
在
職
期
間
と
東
京
都
恩
給
条
例
に
基
く
恩
給
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通

算
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

恩
給
法
に
基
く
恩
給
並
び
に
道
府
県
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間

と
東
京
都
恩
給
条
例
に
基
く
恩
給
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
規
則
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
六
号
様
式
か
ら
別
記
第
九
号
様
式
ま
で
、
別
記
第
十
一
号
様
式
、
別
記
第
十
四
号
様
式
及
び

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「
㊞
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

雇
傭
員
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
等
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
五
号

雇
傭
員
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
等
給
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

雇
傭
員
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
等
給
与
規
則
（
昭
和
三
十
年
東
京
都
規
則
第
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
平
成
」
を
「
令
和
」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
七
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

東
京
都
印
刷
物
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
訓
令
甲
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
第
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
八
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
訓
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
六
条
第
二
項
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
総
務
局
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、

「
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
た
印
を
も
つ
て
自
ら
押
印
」
を
「
自
ら
出
勤
の
表
示
を
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
九
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
職
員
出
勤
記
録
及
び
出
勤
簿
整
理
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
訓
令
第
百
二
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
七
条
を
削
り
、
第
八
条
第
一
項
中
「
出
勤
簿
整
理
保
管
者
」
を
「
出
勤
簿
に
係
る
整
理
保
管
者

（
以
下
「
出
勤
簿
整
理
保
管
者
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
押
印
」
を
「
出
勤
の
表
示
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
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条
を
第
七
条
と
し
、
第
九
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
条
を
第
九
条
と
す
る
。

別
表
三

三
の
項
、
六
の
項
及
び
四
十
の
項
中
「
押
印
」
を
「
出
勤
の
表
示
」
に
改
め
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
四
十
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
様
式
中
「職

員
印

」
を
「申

出
者

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
程
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
四
十
一
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
東
京
都
訓
令
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
第
一
号
様
式
()表
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
()裏
中

「

請
求
者

印

承
認
権
者

印

を
「

承
認
権
者

に
改
め
る
。

」

」

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞
」
を
削
る
。
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附

則

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
様
式

に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
四
十
二
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

通
勤
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
訓
令
甲
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
様
式
()表
中
「㊞

」
及
び
「確

認
印

」
を
削
り
、
同
様
式
()裏
中

「

確
認
年
月
日
・
印

を
「

確
認
年
月
日

に
、

・

・

」

・

・

」

「

決
定
年
月
日
・
印

を
「

決
定
年
月
日

に
改
め
る
。

・

・

」

・

・

」

附

則

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
通
勤
手
当
支
給
規
程
別
記
様
式
に
よ
る
用
紙

で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
四
十
三
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱

規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
訓
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
()裏
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及

び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱
規
程
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に

残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
七
十
二
号

東
京
都
公
報
特
定
調
達
公
告
版
有
償
頒
布
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
月
三
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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